
観光ビジネス学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

１年 11 コミュニケーション論

１年 20 フィールドワーク概論

１年 28 ホテル・ブライダルサービス

１年 29 ウェディングブライダル演習

１年 46 観光研修Ⅰ

２年 71 テーマパークビジネス

２年 73 海外観光地理



1 2 3 4 5
基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要
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参考文献
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※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

自分も相手も大切にする伝え方

ビジネスコミュニケーション検定についての解説

単位

授業形態 講義

ビジネスシーンで必要になるスキルとは

コミュニケーションとはなにか

・現代のコミュニケーションの特徴を理論的に捉えたうえで，現代人が人間関係を円滑に構築していくためのコミュニケー
ションスキルについて考察し，活用できるようにする。
・コミュニケーション検定の受検を視野に入れての講義も行う。

　授業では社会に出てから必要になるビジネスコミュニケーションを念頭に置いての講義となるが，学生同士の日常生活
でもその考え方やスキルを応用して，より良い人間関係の構築に役立てて欲しい。

　コミュニケーションは，対人関係を構築していくために重要な社会的行為であるが，現代社会においては，コミュニケー
ションの取り方が大きく変化し，また複雑になっている。本科目においては，コミュニケーションの基礎的な理論について
社会学的な視点から考察し，対人スキルの向上へと結びつくコミュニケーションの在り方について理解することを目的と
する。

単位数

授業時間数

授業回数

％

学修成果

開講時期 後期

【事後】「間違い直しノート」を作り，練習問題で誤った
問題を書き写して解答する（概ね1時間）。

準備学修

【事後】配布資料を読み直し，重要事項についてまとめてお
く（概ね30分）。

【事後】自分の生活における非言語コミュニケーションの事
例をいくつか考える（概ね１時間）。

【事後】配布資料の個人ワークをする（概ね30分）。

【授業内課題】自分の傾聴力と発信力について考察する（概
ね1時間）。

科目名 コミュニケーション論

対象学科
必修・選択
配当年次

●

単位
認定者

必修観光ビジネス学科

●

１年

自己とコミュニケーション

模擬テスト

回

【事後】模擬テストで誤った問題を書き写し，解答する（概ね1
時間）。

15

【事後】模擬テストで誤った問題を書き写し，解答する（概ね1
時間分）。

【事後】模擬テストで誤った問題を書き写し，解答する
（概ね1時間）。

授業計画

言語コミュニケーションと非言語コミュニケーショ
ン

聴く練習・聴かない練習（ペアワーク）

他者の話を積極的に訊いてみよう，他己紹介

上司と部下のコミュニケーション

社内と社外でのコミュニケーションの差異

評
価
の
方
法

％

試験(レポート) 50 ％

授業内課題等

受講態度

松﨑　陽子
佐藤　美輪

2

30 時間 20

【事後】テキスト19ページの参考事例⑤～⑧から１つ選び，
3つのパターンで回答する（概ね1時間）。

30

科目ナンバリング
TB-0-HSO-01

・受講者の理解度等により，講義の順番や重点の置き方を変えることがある。
・ビジネスコミュニケーション検定受験対策に関しては授業で講義する他，希望者があれば補講も実施する。
・この科目は2名の教員が毎回授業に入る。ただし、各回ごとにメイン担当とサブ担当が異なる。

メディアとコミュニケーション

情報社会がもたらした人間関係の変化

コロナ禍がもたらした人間関係の変化

【事後】復習としてメディアとコミュニケーションについて整理し
ておく(概ね1時間）。

【事後】復習として情報社会がもたらした人間関係の変化につ
いて整理しておく（概ね1時間）。

【授業内課題】コロナ禍における人間関係の影響力について
 考察する（概ね30分）。

関わりとコミュニケーション

【事前】「間違い直しノート」の問題をすべて解答し確認し
ておく（概ね1時間）。

【事後】復習として自己とコミュニケーションについて整理して
おく（概ね1時間）。

【事後】復習として関わりとコミュニケーションについて整理し
ておく（概ね1時間）。

・辻大介・是永論・関谷直也著『コミュニケーション論をつかむ』

『改訂版キャリア設計２～コミュニケーションと価値観の多様性を学ぶ』東海大学キャリアセンター　東海大
学現代教養センター編
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基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
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回
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教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

観光研究とフィールドワーク①長崎県における事例
研究

授業内容を復習し，具体的なフィールドワークの
イメージを描く（30分程度）。

授業内課題②ミニレポート：事例を学んでの感想
（30分程度）。

自分自身の興味がある長崎県内の観光資源をあら
かじめ調べておくこと（30分程度）。

遠藤英樹編　2022『フィールドワークの現代思想　パンデミック以後のフィールドワーカーのために』
ナカニシヤ出版
市野澤潤平他2名編『観光人類学のフィールドワーク　ツーリズム現場の質的調査入門』ミネルヴァ書房

特になし

先人のフィールドワークの事例紹介

現場を描き出す―具体的対象と抽象的思考

受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。各自LMSを随時確認し，授業に
臨むこと。

観光研究とフィールドワーク②マニラにおける事例
研究

コロナによるフィールドワークの変化

総括・ふりかえり

自分自身の興味があるフィリピンの観光資源をあ
らかじめ調べておく（30分程度）。

新型コロナウイルス感染症と観光の関わりについ
てあらかじめ調べておくこと（30分程度）。

前回までの授業内容を復習し，重要な観点をあら
かじめまとめておくこと（30分程度）。

ガイダンス/本講義の扱うフィールドワーク

　本科目は、フィールドワークの学術史や学問的意義を含めその手法を学び、体系的にフィールドワー
クを理解することを目的としている。特に、観光地にてフィールドワークを行う際に必要とされる基本
概念と分析枠組みに関して、人類学的な理解の土台に立ちつつ、多角的に観光地や観光現象を分析・考
察するために必要な知識を身につける。また、本学科では在学中に様々な調査地でフィールドワークを
実施する機会があるため、それらの機会を有意義なものにし、自主的にフィールドワークに取り組む姿
勢を養う。

評
価
の
方
法

％

試験(レポー
ト)

60 ％

授業内
課題等

受講態度 20

％20

科目ナンバリング

TB-1-FCO-09

開講時期 通年
観光ビジネス学科 １年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

石野　隆美

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

科目名 フィールドワーク概論
単位

認定者

15

レポート・報告書の作成

聞き取りの方法論

回

フィールドワークにおける事前知識①理論編

フィールドワークにおける事前知識②情報収集手段

調査されることの迷惑－倫理と個人情報について
前回の授業内容を復習しつつ，個人情報保護に関
してあらかじめ調べておくこと（30分程度）。

授業内課題①次回授業までに、与えられたテーマで形
式に沿ったレポートを作成する（2時間程度）。

　在籍中に行われる様々なフィールドワークを有用なものにするために，フィールドワークに関する学
問的知識や理論，心得などを身につける。

　各回の授業内容を理解し，1回ごとの授業を有意義なものするように各自努めること。参考文献等を積
極的に目を通し，予習復習を進めること。

授業内容を復習し，実際のフィールドで要求される聞
き取りのスキルについて要約する（30分程度）。

授業形態 講義

授業計画

フィールドワークの成立背景

フィールドワークの意義と目的

フィールドワークにおける基本的な思考法・調査姿
勢

準備学修

前回の授業内容を復習しておくこと（30分程
度）。

具体的なフィールドを想定しつつ，前回までの復
習を行うこと（30分程度）。

前回の授業内容を復習し，説明できるようにして
おくこと（30分程度）。

前回の授業内容を復習し，用語など重要事項について
説明できるようにしておくこと（30分程度）。

前回の授業内容を復習し，説明できるようにして
おくこと（30分程度）。

対象学科
必修・選択
配当年次
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※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

現役のホテリエ（ホテルメトロポリタン仙台スタッフ）とブライダルコーディネーター（小野寺理恵）として実務経験を有する。
各実務家の具体例のある講義やロールプレイを通じて，ホテリエに求められているマインドやスキル，サービスについての授業を行うことがで
きる。

『ホテルビジネス基礎編』一般財団法人日本ホテル教育センター
『新ホテル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダルプロデュース』一般財団法人日本ホテル教育センター

小野寺　理恵

小野寺　理恵

小野寺　理恵

『ブライダルコーディネーターテキスト スタンダード』公益社団法人日本ブライダル文化振興協会

＜評価の方法＞
佐藤　美輪：第1回～10回 － 試験（レポート）：40％，受講態度：30％，プレゼンテーション内容：30％
小野寺　理恵：第11回～15回 － 試験（レポート）：60％，受講態度：30％，授業内課題：10％

プランナーの会話、フルオーダーウエディング
前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）。

ブライダル基礎（ブライダルコーディネーターに求
められる知識）

前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）。

席次表作成（グループワーク），ブライダル基礎知
識

前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）。

佐藤　美輪
山岸　浩太郎

佐藤　美輪
大友　怜

阿部　里奈子

佐藤　美輪
荒川　季絵

佐藤　美輪
小畑　美咲

佐藤　美輪
小畑　美咲

小野寺　理恵

小野寺　理恵

プレゼンテーション　　※ホテル開催
前回の授業の内容を復習し，プレゼンテー
ション資料を各自準備しておくこと（1時間
程度）。

概要説明、ブライダルコーディネーターとは、結婚
定義

ウエディングプランナーの仕事について各自あ
らかじめ調べておくこと（30分程度）。

ブライダルコーディネーターの仕事
前回までの授業内容を復習しておくこと（30分
程度）。

宿泊部門業務　※ホテル開催
ホテルサービスにおける宿泊部門について
各自あらかじめ調べておくこと（30分程
度）。

インバウンド概論　※校内開催
日本のインバウンド観光について各自あら
かじめ調べておくこと（30分程度）。

～プロフェッショナル講義～
①バリスタ　②紅茶コーディネーター　※ホテル開
催

ホテルサービスにおけるバリスタ，紅茶
コーディネーターの仕事について各自あら
かじめ調べておくこと（30分程度）。

グループディスカッション 「お客様の期待以上に
応えるホテルのサービスとは」 ※ホテル開催

前回までの授業の内容を復習しておくこと
（1時間程度）。

評
価
の
方
法

科目名 ホテル・ブライダルサービス
単位

認定者
佐藤　美輪

小野寺　理恵

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年 2

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

学修成果

開講時期 後期

準備学修

ガイダンス・ホテルサービスの概要
（ＪＲ東日本グループ　メトロ，メッツ）※ホテル
開催

①料飲宴会部門業務
②料飲接遇技法　　※ホテル開催

ホテルサービスにおける宴会、飲食部門に
ついて各自あらかじめ調べておくこと（30
分程度）。

ブライダル部門業務　　※校内開催
ホテルサービスにおけるブライダル部門に
ついて各自あらかじめ調べておくこと（30
分程度）。

　2010年代に入って急増しているインバウンド需要の主要な受け手として現在急拡大を続けているホテル業
界について，本講義では特に「おもてなし」の精神を実際の行動として体現するサービス業務について学
ぶ。具体的にはホテルビジネスおよびブライダルビジネスにおけるサービスについて，必要とされるマイン
ドとスキルを講義しつつ，ロールプレイなど演習的な要素も入れながら理解を深める。

　実際にホテルの現場第一線で豊富な経験を積んだプロフェッショナルによるホテリエに必要な知識と技術
を学修する。様々な部門に分かれるホテルサービスを授業を通して体験することで，より具体的にホテル
サービスを理解できるようにする。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習を積極
的に行ってほしい。今後の日本の観光産業を見据え，東北に訪れた観光客に対するホテル・ブライダルサー
ビスを自ら主体的に学ぶ姿勢を期待する。

担当教員

佐藤　美輪
齋藤　康紀

佐藤　美輪
安孫子　憲一

15 回

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-3-ECO-06

佐藤　美輪
白井　宏幸
金原　由衣

佐藤　美輪
照井　大介

佐藤　美輪
佐藤　喜明

授業形態 講義

授業計画

● ●

ホテル・サービス：宴会場でのサービスについて
※ホテル開催

ホテルサービスにおける宴会場での仕事に
ついて各自あらかじめ調べておくこと（30
分程度）。

単位

～プロフェッショナル講義～
①ソムリエ　②SAKE DIPLOMA　　　※ホテル開催

ホテルサービスにおけるソムリエ，SAKE
DIPLOMAの仕事について各自あらかじめ調べ
ておくこと（30分程度）。

※詳細は「備考」欄を参照す
ること。
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※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

この授業では，ウェディングプランナー，店舗責任者，エリア統括，採用担当の経験者を招聘した授業を実施する。
実務家による講義を通じて，ブライダル業界における実務的業務を学び，体験することができる。

『ブライダルコーディネーターテキスト スタンダード』公益社団法人日本ブライダル文化振興協会
『ブライダル総論』一般財団法人日本ホテル教育センター
『ブライダルプロデュース』一般財団法人日本ホテル教育センター

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

なし（使用資料・ツールは都度配布等アナウンスします）

模擬挙式準備と最終リハ
前回までの授業を復習し，本番に向け必要
な準備を行っておく(30分程度)。

模擬挙式　本番
本番に向けて小道具等の最終確認をする
(30分程度)。

模擬挙式の振り返り
前回までの授業内容をあらかじめ整理して
おく(30分程度)。

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

松﨑　陽子
梅宮　三環子

役割分担ごとのトレーニング②実践
前回までの授業を復習し，授業内で練習す
る内容や課題を明確にしておく(30分程度)。

リハリハ（リハーサルに向けてのリハ）
前回までの授業内容と練習について復習し
ておく(30分程度)。

リハリハを終えての課題抽出と解消への取り組み
グループで模擬挙式の進行内容について
再度検討しておく(60分程度)。

模擬挙式の進行内容を組み立てる①
（実施したい演出内容で進行を組む）

インターネットや参考文献などをもと挙式の
進行をあらかじめ調べておく(1時間程度)。

模擬挙式の進行内容の中間プレゼン
（発表準備と発表と振り返り）

プレゼン資料を作成し，発表練習をしておく
（1時間程度）。

模擬挙式の進行内容を組み立てる②
（振り返りの意見を参考に進行を練りなおす）

グループごとにあらかじめ前回までの授業を
復習し，模擬挙式の進行について再度検討
しておく(1時間程度)。

役割分担ごとのトレーニング①基礎
自分が担当している役割について復習する
(30分程度)。

評
価
の
方
法

％

レポート 50 ％

受講態度

授業内課題

科目名 ウェディングブライダル演習
単位

認定者
松﨑　陽子

対象学科
必修・選択
配当年次

選択 １年 1

30 時間

単位数

授業時間数

授業回数

学修成果

開講時期 通年

準備学修

ウェディングブライダルの概論
ウェディングブライダルに関してあらかじめ
参考文献等で調べておく（30分程度）。

式場見学・現役ウェディングプランナーの講話並びにウェディ
ングブライダルの基礎知識
＠ソラノワ・アトリエザウェディングギャラリー

実際に見学する会場のホームページを見て
おく(30分程度)。

模擬挙式の役割を知る・役割分担をする
（グループワーク）

挙式に必要なスタッフとその役割を調べ，模
擬挙式で自分が担当したい役割を考えてお
く（30分程度）。

　本科目はブライダル事業の現場において挙式相談から披露宴までの一連の流れを実際にあるいは模擬的に体験・
理解し，挙式に関係する知識や技術を学ぶことで，ブライダル事業への理解を深めることを目的とする。授業形式
は演習とし，受講生が主体的に協働して様々な場面に対応できる力を養う。

　模擬挙式を通してブライダル業界への理解と知識を深める。積極的に授業に参加し，チームでコミュニケーショ
ンを取りながら課題を解決する力をつける。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習や問題演習
を積極的に行ってほしい。実際に模擬挙式を行うことによりブライダル業界への知識と理解を深めてほしい。グ
ループワークが基本になるため，円滑なコミュニケーションを心掛けてほしい。

担当

林　春伽
梅宮　三環子

林・梅宮
現役ＷＰ

15 回

観光ビジネス学科

科目ナンバリング

TB-3-ECO-35

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

林　春伽
梅宮　三環子

授業形態 演習

授業計画

● ●

挙式コンセプトの決め方を学ぶ
挙式コンセプトをインターネットや参考資料
をもとにあらかじめ調べておく（1時間程度）。

％30

20

単位

模擬挙式の制作物を決める・予算を立てる
準備にかかる必要経費をあらかじめ調べて
おく(30分程度)。



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

科目ナンバリング

TB-4-SEM-07

状況により順番や進度に変更が生じる場合がある。研修をオンラインに変更して実施することがある。

全体のまとめ
【事前】1年間の学修内容をまとめておいてください
(概ね50分)。

【事前】発表準備,練習をしておくこと(概ね60分)。

【事前】鑑賞作品について調査しておくこと(概ね50
分)。

参考資料は随時配布する。

使用しない。

％20単位

成澤 広幸　松﨑 陽子
吉野 千乃 佐藤 美輪

1

30 時間 20

評
価
の
方
法 ％

試験（レポート) 60 ％

授業内課題等

受講態度

授業形態 演習

単位数

授業時間数

授業回数

「観光研修I」は学年ごと、あるいは学科全体で実施される学外研修、フィールドワーク、観光施設の見学・
視察・体験などを通した学修を行う。それら学外での学修活動だけではなく、学内における事前学修、事後
発表を通して観光に対するさらなる知見の獲得を行い、学修を深化させる。特に1年次では「観光」という事
象について集団で学び合い、認識を深める「フィールドワーク入門」としての面も持ち、多角的に観光現象
について学修を深める。

15 回

学修成果

開講時期 通年

科目名 観光研修Ⅰ
単位

認定者

● ●

対象学科
必修・選択
配当年次

必修 １年観光ビジネス学科

体験型観光について

準備学修

【事後】これまでの事例を見て,感想を800字程度でま
とめる(概ね1時間）。

　観光を学ぶ学生として,研修や体験で得た知識を今後の進路選択に活かせるようになる。
　事前研修,体験,事後発表という一連の流れの中で,自らの考えを明確に表現できるようになる。

　研修や体験は団体行動となることが多いため,1人1人が短大生としての自覚を持って行動してほしい。ま
た,協調性と同時に積極性を持って研修に取り組む姿勢を期待する。

ガイダンス：観光ビジネス学科における「研修」の
意義

授業計画

文化観光
【事後】鑑賞後の感想を800字程度でまとめる(概ね1時
間)。

東北の観光地調査（学外研修）

近隣交通施設見学
【事前】見学に向けて質問事項を考えておくこと(概ね
40分)。

近隣施設見学:事後発表 【事前】発表準備,練習をしておくこと(概ね60分)。

【事前】学外研修の内容をまとめておくこと(概ね50
分)。

【事前】施設見学の内容をまとめておくこと(概ね40
分)。

【事前】研修地について調査しておくこと(概ね50
分)。

文化観光：事前学修

東北の観光地調査:事後発表

東北の観光地調査:事後学修

近隣施設見学:事後学修

東北の観光地調査：事前学修



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概
要

到達目標

学修者へ
の

期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

対象学科
必修・選択
配当年次

15

USJの現状、TDLとの違い,動画視聴,グループワー
ク

TDL,USJ以外のテーマパークを対象に仙台発のモデ
ルコースを作成する

回

TDLについての考察：歴史的背景と現状,米国との
違い,動画視聴

TDLのホスピタリティについて：動画視聴,おもて
なしの違いについてグループワーク

TDLのホスピタリティについてグループ発表とロー
ルプレイ

授業形態 講義

授業計画

テーマパークの歴史と現状（国内、海外）,動画視
聴、グループワークによる考察

単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

鎌田 貢治科目名 テーマパークビジネス
単位

認定者

科目ナンバリング

TB-3-ECO-13

開講時期 後期
観光ビジネス学科 ２年

評
価
の
方
法

試験
（レポート）

30

授業内課題等

受講態度 30

40

％

％

％

現地調査から学ぶもの：グループワーク

授業の振り返り　期末レポートについての解説

テーマパークでの仕事に従事するには？：動画視
聴,グループワーク

【現地調査②】スパリゾートハワイアンズ
　調査及び講話

【現地調査①】八木山ベニーランド
　調査及び講話

事前：ホスピタリティとは何か考えておく。

事前：グループごとにパワーポイント作成,発表の準
備。

事前：USJの概要を調べておく。

事前：対象にしたテーマパークの概要を調べてお
く。

授業ガイダンス：講師自己紹介,講義の進め方,
テーマパークの位置付など

特になし

事前：興味のあるテーマパークを調べておく。

事前：八木山ベニーランドについて調べておく。

事後：視察結果と講話の感想をレポート400字にまと
める（授業内課題①）

事前：TDLについての概要を調べておく。

旅行会社に20年以上勤務し,営業職として様々な経験を有しており,テーマパークビジネスに関しても造詣が深い。

　我が国では1980年以降，東京ディズニーランドを始めとするテーマパークが次々と開園したが，それ
らの多くがバブル後に経営不振や休業，廃業に追い込まれた。本科目ではケーススタディとしていくつ
かのテーマパークを取り上げ，外的環境と企業努力の点から成功と失敗の要因を分析，理解する。また
適宜テーマパークを実際に視察し，実際の運営に触れることで，テーマパークにおけるビジネスモデル
を学ぶ。

事後：期末レポートの構成・資料収集

特になし

香取貴信『新版 社会人として大切なことはみんなディズニーランドで教わった』あさ出版ほか

本科目では八木山ベニーランド,スパリゾートハワイアンズを訪問する予定で,2コマ連続、あるいは終日
の授業になるため履修者はLMSなどの情報に注意し,他の予定を入れないなどの対応が必要になる。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

事前：グループで発表の準備

事前：テーマパークで働く自分を想像してみる。

事前：ハワイアンズの概要を調べておく。

事後：視察結果と講話の感想をレポート400字にまと
める（授業内課題②）

事前：グループごとにパワーポイント作成、発表の
準備。

 テーマパークがもたらす経済効果とその周辺に係わる観光事業等がどのように関わっているのかを認識
してもらう。またTDLのホスピタリティを深耕することで,自身のパーソナリティの一つの選択肢として
会得してもらう。また世界のパークについても基本事項を会得する

 日本のテーマパークについて,現在どのような状況なのかを認識する。またTDL　USJの２大テーマパー
クについては個人の感想を含めて意見を求める。八木山ベニーランド,スパリゾートハワイアンズでの
フィールド学習を実施する。

準備学修

モデルコースの作成と発表



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

ドイツ

事前に教科書のイギリスを読んで授業に臨んでく
ださい（1時間程度）。

事前に教科書のフランスを読んで授業に臨んでく
ださい（1時間程度）。

事前に教科書のドイツを読んで授業に臨んでくだ
さい（1時間程度）。

必要に応じて指示する。

『海外旅行地理　プラクティカル』株式会社JTB総合研究所
『海外観光地理　サブノート』株式会社JTB総合研究所

フランス

イギリス

受講者の理解度により，講義順序や重点の置き方を変更することがある。各自LMSを随時確認し，授業に
臨むこと。

イタリア

スペイン・ポルトガル

総まとめ

事前に教科書のイタリアを読んで授業に臨んでく
ださい（1時間程度）。

事前に教科書のスペイン，ポルトガルを読んで授
業に臨んでください（1時間程度）。

前回までの授業内容を復習して授業に臨んでくだ
さい（1時間程度）。

ガイダンス/中国（１）主要都市

　本科目は, 世界主要国・都市の観光地に関して基礎知識を身につけることを目的とする。国毎の地形
と主要都市の基礎知識を学ぶため，首都，面積，人口，言語，気候，人種，歴史，宗教，通貨，時差を
講義では触れる。国毎の観光イメージを象徴する事項（自然，文化，産物など）を各自調べる作業も取
り入れることで,　理解や考察を深めていく。

評
価
の
方
法

％

試験（筆記） 60 ％

授業内課題

受講態度 10

％30

科目ナンバリング

TB-3-ECO-22

開講時期 後期
観光ビジネス学科 ２年 単位2

30 時間

学修成果

単位数

授業時間数

授業回数

● ●

選択

齋藤　幸一

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要，実務経験と授業科目との関連性）

科目名 海外観光地理
単位

認定者

15

カナダ・ハワイ諸島

北欧（デンマーク・スウェーデン・ノルウェー ・
フィンランド）

回

インド・インドネシア

アメリカ合衆国（１）主要都市

アメリカ合衆国（２）国立公園
事前に教科書のアメリカ合衆国の国立公園の箇所
を読んで授業に臨んでください（1時間程度）。

事前に教科書のカナダ，ハワイ諸島を読んで授業
に臨んでください（1時間程度）。

　世界遺産をはじめとし，海外の観光地に目を向け，関心がある国について自主的に調べ，学びを深めていく姿
勢を養う。世界主要国の首都や歴史について理解できるようになる。

　限られた時間の中で最大限の学修成果を得るためにも，1回ごとの授業を大切にし，講義内容の復習や
問題演習を積極的に行ってほしい。

事前に教科書の北欧を読んで授業に臨んでくださ
い（1時間程度）。

授業形態 講義

授業計画

中国（２）自然観光地

韓国・台湾

ベトナム・タイ

準備学修

事前に教科書の中国の部分を読んで授業に臨んで
ください（1時間程度）。

事前に教科書の中国の自然観光地の部分読んで授
業に臨んでください（1時間程度）。

事前に教科書の韓国，台湾を読んで授業に臨んで
ください（1時間程度）。

事前に教科書のベトナム，タイを読んで授業に臨
んでください（1時間程度）。

事前に教科書のインド，インドネシアを読んで授
業に臨んでください（1時間程度）。

事前に教科書のアメリカ合衆国の主要都市の箇所
を読んで授業に臨んでください（1時間程度）。

対象学科
必修・選択
配当年次
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